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Ａ. 研究目的 

【目的】近年、旧茶のしずく石鹸（株式会社

悠香）に含まれたグルパール 19S（加水分解

コムギ末）が原因で即時型コムギアレルギー

となった症例が相次ぎ、社会問題となった。

日本アレルギー学会で発足された「化粧品中

のタンパク加水分解物の安全性に関する特

別委員会(委員長 松永佳世子)」では診断基

準を策定した上で疫学調査を行なった結果、

2014 年 10 月 20 日時点で、登録症例 2,111 例

(女性 96%、男性 4%)にのぼり、年齢は 1歳（男

児）から 93 歳（女性）、平均 45.8 歳で多く

は20代から60代の女性であることを明らか

にしている。その約半数がアナフィラキシー

等で生命の危機を脅かされた重症例であっ

たが、症例ごとに共通する発症要因や病態、

予後などは未だ不明である。そこで、経皮感

作による重篤な小麦アレルギーの病態解明

ならびに予防法を確立することを目的に、診

断基準を満たした症例からの血液サンプル 

 

の収集を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

日本アレルギー学会における「化粧品中の

タンパク加水分解物の安全性に関する特別

委員会(委員長 松永佳世子)」に登録されて

いる医療機関より、グルパール 19S（旧茶の

しずく抗原）を含む石鹸の使用により重篤な

小麦アレルギーを呈した症例で本研究につ

いて了解と同意の得られた血液サンプルを

収集した。具体的には、ヒトゲノム・遺伝子

解析研究に関する倫理指針を順守し、全ての

研究参加組織において当該施設の倫理委員

会の承認を受け、患者に対して研究に対する

説明を行い、研究参加に対するインフォーム

ドコンセントを取得した。さらに個人情報保

護の観点から、連立不可能匿名化として個人

情報の保護に最大限の配慮を行って研究を

行った。 

 

研究要旨 

近年、加水分解コムギ末であるグルパール 19S を含んだ旧茶のしずく石鹸（株式会社悠香）使用者

において重篤な即時型コムギアレルギーが急増したが、未だ発症要因、病態、予後等は解明されてい

ない。本研究では、当該患者の遺伝的素因の確立を目的に、日本アレルギー学会における「化粧品中

のタンパク加水分解物の安全性に関する特別委員会(委員長 松永佳世子)」で策定された診断基準を

満たした症例より同意を得た上で 485 件の血液サンプルを収集した。 



Ｃ. 研究結果 

全国の医療施設より収集し得た、確実例のゲ

ノムサンプル総数は 485 件（女性 478 件、男性

７件）であった。なお、送付された収集サンプ

ルのうち、プリックテスト未実施もしくは陰性、

グルパール 19S特異 IgE 抗体陰性のため除外し

たサンプルは４件であった。 

 

Ｄ. 考察   

当該石鹸の使用歴や特徴的な臨床症状があ

り、in vivo, in vitro 検査において陽性反応

が得られ、診断基準を満たした血液サンプルを

収集することができ、精度の高い検討が実施可

能となったと考える。 

 

Ｅ. 結論 

GP19S により重篤な小麦アレルギーを発症し

た患者の精度の高いゲノムサンプルを収集し

得た。 

 

Ｆ. 健康危険情報 
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Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況  

１．特許取得 

 記載事項なし 

 

２．実用新案登録 

  記載事項なし 

 

３．その他 

  記載事項なし 


